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鹿児島県の地元企業と連携したキャリア教育のあり方

Career education in collaboration with local companies in Kagoshima
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本稿は、教養学科で実施してきた鹿児島県の「企業における人材活用の状況と求める人材像」のアンケート調査結果を踏ま

え、さらに近年の経済状況における新入社員に求められるビジネススキルについて、質的な調査を実施して、より具体的な

内容を考察したものである。それらの調査結果をもとに、本学での新しいキャリア教育のあり方について検討することを目

的としている。今までの調査でも企業と連携したとキャリア教育をいかに構築していくかが課題であったが、今回の調査で

は「どのようなスキルが」「どのような場面で」「何のために必要か」など、実際のビジネス現場の方々にインタビューを行い、

単に「コミュニケーション力」として捉えるのではなく、「誰と」「何のため」「どのような内容を伝えるか」などの具体的

な情報を収集し、望ましいカリキュラムのあり方について考察し、今後の展望について述べた。
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１．はじめに
鹿児島女子短期大学教養学科の就職活動に関して、近年

では企業の採用活動が前倒しになる傾向があり、一年次の
後半からスタートすることが一般的になりつつある。しか
しながら、その時点での学生の職業に関する知識は四年制
大学や大都市の短大の学生と比較して十分でないと感じら
れる。これは、日常生活、学生生活において様々な職業の
社会人と接する機会が少ないこと、また企業が果たす社会
的な役割と具体的な職業に関する情報を俯瞰的に得る機会
が少ないことが原因と考えられる。

本研究では、学生の職業に関する知識の現状調査を行う
とともに、今後の社会情勢の変化に対応しうるキャリア教
育を、特に地元企業と連携して行い、より実践的なカリキュ
ラムの望ましいあり方について明らかにする。

県内でもいくつかの大学・短大では企業と連携した授業
が開講されているが、ビジネス全体を包括したキャリア教
育として、企業と連携している事例は見当たらない。

本学教養学科として、少子・高齢化やデジタル化により
急激に変化する社会に対して役立つ人材を育成するため、
より時代に即した教育カリキュラム提供を目指し、より具
体的な方針策定のための調査を行うこととした。

２．現状および先行事例調査
２-１．現状について

本学教養学科の就職に関する状況は、ここ数年来で大き
く変化している。従来、最終年度の学生が学業に専念しや
すいよう就職協定が定められていたが、1996年を以って廃
止された。さらに、2018年に経団連が「採用選考に関する
指針」を廃止し、今後の就活ルールの指針発表は政府が主
導することになり、正式な内定は最終年度の10月に発行さ
れることが多くなっている。2019年までは、好景気が続き
人手不足で売り手市場であったが、その年の年末に発生し
た新型コロナウィルスの感染拡大により、現在状況は一変
している。

本学においても、2021年３月卒業学生の就職活動に関し
ても例年に比べて求人数が減少し、特に女子短大生に人気
の高い CA、グランドスタッフなどの運輸業、鹿児島県内
では大きな比重を占める宿泊・飲食業は人々の移動制限・
自粛により業績が悪化し採用を見合わせる事業所が相次い
でいる。

本学のキャリアセンターによると、鹿児島県内企業の本
学への求人数は、令和２年12月末現在、前年比で一般事務
が22.4％減、営業・販売・サービス業が23.8％減と、全体的
に採用数減の傾向がみられる。

こうした状況下において、全国展開しているような企業
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も採用において可能な限り即戦力となりうる学生を期待す
るようになった。インターネット、デジタル技術の進展に
伴い、さまざまな業務を ICT（情報通信技術）によって効
率化しようという「デジタルトランスフォーメーション」
が世の中に浸透し、2021年秋には官公庁のデジタル化を進
めるデジタル庁の発足が予定されている。また、コロナ禍
の勤務においてリモートワークが進み、新卒の学生には新
しい労働環境、ワークスタイルへの適応が迫られ、学生時
代にも基本的な知識やスキル習得が求められるようになっ
た。経団連は「学校現場は未来社会を支える人材を育成し
ているという気概を持って変革に取り組むことが重要」と
し、AI やビッグデータに対応しうる人材育成を要望する
メッセージを発している。［注１］

教養学科では、昭和62年よりほぼ５年ごとに「人材活用
の状況と求める人材像についてのアンケート調査」を行い、
県内企業のニーズを把握することで、本学でのキャリア教
育と学生支援体制の改善を図ってきた。その結果から2018
年の調査でも、「一定水準以上の能力が認められる」「コミュ
ニケーション能力や人間的に魅力を感じる点が多い」「基礎
学力があり、伸びる人材だから」と、ある程度は県内企業
が求める人材を輩出していると評価されていた。

一方、学生からは当初希望していた企業への就職が叶わ
なかったとの報告も寄せられている。［注２］
２-２．キャリア教育に関する先行事例調査

厚生労働省では、平成26年度に労働行政が有する知見を
活かしたキャリア教育のためのプログラム集として「大学
等におけるキャリア教育プログラム」を公開している。［注
３］このプログラムは、四年制大学向けであるため、女子
短大へのインプリメントは難しい部分もあるが、ワーク
シートやプロセスなど、参考になる部分が多い。

また、キャリアコンサルティングの手法を活かしたキャ
リア教育の企画・運営を担う人材を養成に関する情報とし
て「学校教育領域におけるキャリア形成支援」も公開され
ており、キャリア教育のあり方を俯瞰的に知ることができ
る。［注４］

経済産業省では、2006年にキャリアに必要な能力を「社
会人基礎力」として提唱し、2017年には「人生100年時代」
や「第四次産業革命」の下で、社会人基礎力はむしろその
重要性を増しているとして「人生100年時代の社会人基礎
力」と新たに定義した。鹿児島県内の教育機関、事業所で
も参照しており、本学でもキャリア支援のひとつの指標と
して活用している。［注５］

大学側のキャリア教育に関わる課題検討として、花田ら

が「高等教育機関における諸問題」をまとめている。従来
は学術的な教育を主体とした機関であった大学が、教育カ
リキュラムの一環として社会的・職業的に自立しうる指導
を行うまでの課題整理、理論的な枠組みの構築について、
慶応大学湘南藤沢キャンパスを例に、論を進めている。［注
６］
２-３．先行事例調査のまとめ

先行事例調査の結果から、本学卒業生を取り巻く状況は
近年大きく変化しており、事業所側が卒業生に求めるスキ
ル、また大学、短大のキャリア教育に対する期待も変容し
ている。一方、高等教育機関は学術的な学びが主体であり、
キャリア教育は始まったばかりの段階であり、未だ産官学
の役割分担のフレームも固まっていない。前述した厚生労
働省や経済産業省のプログラムや社会人基礎力なども具体
的にカリキュラムとして、それぞれの学校の状況に合わせ
た内容で取り入れられているとは言い難い。

本研究では、これらの結果を踏まえ、本学のキャリア教
育の方向性を定めるためには、より県内企業がもとめるス
キルを具体化していく必要があるとして、定性的なインタ
ビュー調査を行い、明らかにしていくこととした。

３．インタビュー調査
本研究では、キャリア教育に必要な内容に関して、より

具体的な情報を抽出するために、質的な社会調査を行うこ
ととした。
３-１．調査方法

調査に当たっては、予め決められた質問紙やアンケート
などをもとに、対話をつづけていき、その質問の間におこっ
た質的な情報を記載してゆく半構造化インタビューの手法
を用いて被験者から情報を得た。
３-２．鹿児島県内企業に対するインタビュー調査

本学卒業生が多数就職している企業を選定し、インタ
ビュー調査を実施した。インタビューの詳細は次に示す。

（１）インタビュー先企業と実施日時
・金融機関
：2020/12/17　10時～
・株式会社クリニカルパソロジーラボラトリー
：2020/12/24　14時～
・鹿児島トヨタ自動車株式会社
：2020/12/16　16時半～　

（２）インタビュー質問内容
●短期大学卒の新入社員にどのような力を求めているか。
（IT，経理などの技術的なものから人柄迄幅広く）
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●その力は具体的にどのような面で、どう発揮されたか。
（具体的な事例を聞く）

●�主体性、実行力、規律性、柔軟性、自主性、働きかけ力、
状況把握力、課題発見力、計画性、創造力、発信力、傾
聴力、ストレスコントロール力の13項目の社会人基礎力
にどのような優先順位をつけるか。

（カードを作成して順番に並べてもらう）
●�社会人基礎力にその順位をつけられた理由と、上位５つ

を発揮する具体的な場面について
●�上記質問で上がった力、上位に位置づけられた能力を育

成するために、社内でどのような努力、教育をしているか。
３-３．学生に対するインタビュー調査

学生に対して、短大のキャリア教育および社会に出てか
ら必要とされる能力についての認識を、３- ２同様半構造化
インタビューによって調査した。

４．分析と考察
インタビュー調査から得られた情報について、（１）採用

時に重視する事項（２）社会人基礎力について、それぞれ
質的な分析とテキストマイニングによる分析を実施した。
質的な分析では、インタビューのプロトコルをキャリア担
当教員メンバーでレビューし、学生の現状を踏まえて、端
的な情報を抽出した。テキストマイニングでは、質的デー
タにある種の数値化作業を加えて計量的に分析し、共起
ネットワークとして表現することとした。テキストデータ
内である語と他の語が一緒に出現することを共起といい，
共起する語を線で結んだものが共起ネットワークである。
この共起ネットワーク図から、具体的にどのような単語に
よって、スキルや社会人基礎力が被験者である企業側でイ
メージされているかを考察した。共起ネットワーク作成に
あたっては、分析用ソフトウェア KH Coder［注７］を用い、
発話データから「思う」「そうですね」などの分析に不要な
言い回しのデータを除外して分析を行った。
４-１．企業が求めるスキル
（1）採用時に重視する事項
（a）インタビュー質的分析

表１　採用の際に重視するスキルと性格

企業が採用の際に求めるスキルに関しては、対面接客を

金融 A 社 販売 B 社
医療サービス事務管理
会社 C 社

スキル
コミュニケー
ション

コミュニケー
ション

特別なスキルは求めな
い

性格 素直さ 外交的 真面目さと素直さ

前提とする企業と、基本的には社内で事務作業を行う企業
で違いがみられた。対面接客を前提とする金融、販売にお
いては、顧客とのコミュニケーションが不可欠ということ
もあり、やり取りがスムーズにでき、相手に合わせた話題
を選ぶことができる能力を求めていることがわかる。また、
いずれの企業もチームとして働くための社内でのコミュニ
ケーションに関しては、非常に重要視している。

金融 A 社の採用担当者からは、インタビューの中で採用
時に重視するコミュニケーション能力に関して、
　 　
「コミュニケーションスキル、普通に受け答え、やり取り

ができれば。求める人材について特にその資格等は定めて
いません。大事なところとしては、お客様と話ができそう
かというところと、鹿児島のことが好きで鹿児島に貢献し
たいという気持ちがあるかというのが二つの柱です。面接
では、例えばこちらからの質問に対して的確に応えている
かとか、キャッチボールができているかというところを見
せてもらったりするので、あまり論点がずれていたりする
と、大丈夫かな？となります。働きだしてからのコミュニ
ケーションはいわゆるどれだけ相手から話を聞きだせるか、
何かお話を聞いてそこに対して答えるという相互間のコ
ミュニケーションなのですが、どうしてもこちらから喋る
一方通行になりがちな学生さんたちは見受けられます。」
　 　
というコメントがあった。

販売 B 社の担当者からは、
　 　
「一番はコミュニケーションの力を重視しています。理由

としては、当社の場合小売業、サービス業であるので、今
後もしかしたら自動車販売もネット販売とかに移行してい
く可能性もあるのですが、現時点ではまだお客さんと直接
対面する仕事でありますので、デジタルに移行しつつある
といってもやはり人と人とのコミュニケーションっていう
のはしばらくはなくならないですし、そちらを重要視しな
いと。デジタルに強い、デジタルのコミュニケーションは
得意ですっていう人が来てくださっても、人と人との関係
は苦手だということだとお客様商売っていうのはできない
ので、人情じゃないですけど、人の心がわかるコミュニケー
ションというところそこは一番重視していますね。

お客様の対応で必要になってくるというのと、社内の部
分でも社員同士のコミュニケーションが取れなくてちょっ
とギクシャクしてしまうとかそういった場面があります。
対お客様もそうなんですけれども、社内でもコミュニケー
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ション取っていかないといけないし、それができないと
チーム力は上がっていかないので。そこについてはもちろ
んお客様第１ですが、社内でも大事だと感じています。」

というコメントがあり、対面接客においての顧客とのコ
ミュニケーションの重要性を認識した採用活動を行ってい
ることがわかる。

医療関連サービス業の事務管理を行う C 社に関しては、
スキルのところでは語られなかったものの、採用時に重視
する性格に対する答えとして、
「やはり何よりも素直さ真面目さがあると、会社の中で同

僚や先輩から大切にされて成長も進みやすくなってゆくと、
過去の新入社員の様子を通して感じております。」
というコメントがあったことから社内での良好な人間関係
の構築ができることに重きを置かれていることがわかる。

コミュニケーションに関する教育として金融A社からは、
　 　
「教育は、研修ではロールプレイングなどで、こういうお

客様が窓口に来られました。あなたならどう対応します
か？というようなことをグループに話をさせて、それぞれ
アプローチの仕方、話の始め方からクロージングの仕方と
かが違うので、そういうもので学ばせたりします。ある程
度お客様によって聞くポイントがあったりするので、資産
運用の提案であれば、家族構成とか、今後のライフプラン
とかは聞いておかないといけないよねとか。たまたま、窓
口に来られたお客様とも、話をしたりすることも大事だか
ら、プラス一言「いらっしゃいませ。今日も外は寒かった
ですね。」とか「最近急に寒くなりましたね。」という一言
でお客様をお迎えしましょうとかそういうことはやってい
ます。こういう流れはいいかなというのはあるのですが、
正解っていうのはないです。なぜならお客様もそれぞれだ
から、こう言っておけば間違いないっていうことはないの
です。ただ、その話の中でどれだけお客さんの情報を引き
出せるかっていうところなので、まずロールプレイとかを
させて、フィードバックとして、こういう言い回しはお客
様も答えやすいかもねとか、ここはもう少し言い方を変え
ないとお客様にはちょっと不快に感じるかもしれないから
気を付けましょうとか、そういうのは全員の前でいうこと
で何パターンかロールプレイをしていくと、それぞれの、
その同期の子達の言い回しも学びつつ、こちらからの
フィードバックで、こんなふうに言う言い方もあるんだと自
分のストックというか自分の引き出しも増えていったので。」

というコメントがあった。大学生に比べて、物事の経験
値が少ないことを認識し、引き出しを増やす教育が必要で

あることが読み取れる。
販売 B 社も、

　 　
「単純なことですけれども話題について引き出しが多い、

どんな話をしても適応できる、ついていけるような人って
いうのは強いし、それによって信頼できるっていうのもあ
ると思います。面接をすると新卒の面接では、学生さんが、
私はコミュニケーション能力に優れていますとおっしゃる
方が多いんですけれども、多分そういうマニュアルがある
のかな？いろいろ話を振ってみてその人の経験とか人生観
とか話を聞いていくと本質が見えてきたりするので、表面
上得意ですって言っても中身は違ったとかいうケースもあ
りますし。」

とコメントされていることからも、幅を広げることにつ
ながる、体験型のプログラムが求められていると言えよう。

医療関連サービス業の事務管理を行う C 社の場合、教育
に関して
　 　
「私どもは第一選択肢としては外部の勉強会や講習会を積

極的に利用することは避けております。受付などの教育は、
基本形を学ぶことはもちろん良いことだと思いますが、例
えば、良いホテルではとても丁寧に対応してもらえますが、
形式立ち過ぎて逆によそよそしく感じてしまう…といった
こともあると思います。そのような視点で、私どもの会社
はどのような立ち位置の会社なのかと考えますと、私たち
は決して特別な会社ではありませんので、会社へのお客様
が来られるといったときに、自分たちなりにお客様に対し
て良いと思うことを一生懸命行うことが、いわゆる正しい
礼儀作法を強く意識しながら行うよりも大切なのではない
かと考えております。その時に仮に所作や言葉遣いを多少
間違ってしまっていたとしても、相手への尊重心や思いは
伝わるものだと思います。だから「まずは自分たちなりに
状況に合わせてよく考えてみて、自分が良いと思うことを
実行してみてもらいたい。」と伝えております。一方で経理
などの担当者の場合、社会全体で共通の基本ルールにしっ
かり則った経理処理を不備なく行わなくてはなりませんの
で、税務事務所の先生方・専門家からも適宜ご指導を頂き
ます。しかしやはり日常的な社内での教育という点では、
外から教えてもらったものではなかなか根付きにくいもの
と思っておりますので、まずは自分たちで考えてやってみ
てもらいたい。何をするべきかを考えたり、打ち合わせを
したりする為の場を作るから、その場ではまずは皆で考え
てみてくれないかな。そしてそれを後輩にも伝えていって
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もらいたい、という形で進めてきております。そういった
意味では特別な教育・研修などは行っておりません」

とコメントされているが、自分達で考えて、研究してそ
れを新入社員に教えていくということは、ある意味高度な
教育と言えるのではないだろうか。考えて計画し、実行し
て、その結果を検討、改善するという PDCA サイクルその
ものである。学校教育の中で、そのような経験をさせるこ
とが、学生の引き出しを増やし、円滑なコミュニケーショ
ンと人間関係の構築につながっていくのではないだろうか。
（b）インタビュー共起ネットワーク分析

図１　三社全体での採用時に重視する事項

図２　自動車販売会社の採用時に重視する事項

図３　医療サービス業事務管理会社の採用時に重視する事項

図４　金融会社の採用時に重視する事項

共起ネットワーク図から読み取れるインタビュー先企業
全体の分析結果として、「鹿児島の企業として、地域に貢献
する」「お客様、同僚社員とのコミュニケーション」が大き
なブロックとして抽出された。個別には「性格やスキルが
重視される」「新人研修」があり、また小さな塊として「自
分を持ち、周りを感じる、知る」といった項目も見られた。

個別の企業では、それぞれの重視項目に若干の差異が見
られ、検査企業では職場での協調性が重視され、金融系で
は、頑張り成長する姿勢が求められてことが示唆された。
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（2）社会人基礎力について
（a）インタビュー質的分析

表２　社会人基礎力に対する順位付け

社会人基礎力に関する順位付けの中で、非常に興味深い
のは、業界・業種が違うにも関わらず３社すべてにおいて、
状況把握力が求められていることである。社内において自
らの立ち位置や役割を把握し、対応していくことは勿論、
状況が変わりやすい現代社会において、自分達の業界、企
業はどのような位置にいるのかを把握すること、そしてそ
の変化に対応することを考えてのことであろう。

金融 A 社からは、
　 　
「割と最近のうちの風潮なのですが、今金融機関って低金

利だったり、少子高齢化とかで、ただお金を預けていただ
いて貸し出してということだけでは、地元のお客様のニー
ズに応えられなくなっています。だからこそ地域の特性を
活かして新しいことに取り組んでいかなければなりません。
外部・内部環境の変化もありますので、必要な部分で新し
いところをどんどん取り入れて新しい未来を作っていきま
しょうというような風潮なので、行員自身がいろいろ考え
て、新しくこういうことをした方がいいんじゃないかとか
今までのこの作業って本当に要るのかなとか、自分たちで
作り上げていく視点も持っていてほしいです。」

という話を聞かせていただいた。
販売 B 社においては、

　 　
「今の我々のビジネスモデルっていうのは、基本車を販売

して、それで車検とか点検とかメンテナンスに入っていた
だけて、お客様を保有させていただくことで成り立ってい
る「保有ビジネス」ではないかと思うんですね。それがずっ
と続くとは限らない。自動車が EV とか CASE と言われて
いる中で、コネクティッドとか電動化とかですね。あと、
自動運転ですね。一番恐れているのは、そういう風になっ
てしまうと車一人一台とか家庭に一台とか持たなくても車
が勝手に動き回ってくれて、自分が移動したいときにスマ

金融 A 社 販売 B 社
医療サービス事務
管理会社 C 社

１ 傾聴力 創造力 規律性

２ 課題発見力 実行力 傾聴力

３ 状況把握力 自主性・主体性 状況把握力

４ 柔軟性 状況把握力

５ 創造力 課題発見力

ホで呼び込んで、それで好きなところまで行って、降りた
ら車が勝手に帰っていくとか・・・・。車を保有しないっ
ていう世界も何年後か何十年後かですけれども訪れる。
カーシェアリングとか今テストでやっていたりとか・・・。
車っていう「もの」から　「モビリティ」っていう移動する
ことっていうことをどうビジネスとして作り上げていくか、
メーカももちろんやっているんですけれども我々地場の販
売店としていずれ車が売れなくなる時期ですね、車の保有
台数が減っていく時期も来るし、EV になると今度は部品
も少なくなってメンテナンス項目もなくなっていくので、
エンジニアもいらなくなるというか仕事も減ってしまって
人が余ってしまう可能性もあるとか・・・。新しいビジネ
スを見つけていかなきゃいけないという、そういう過渡期
にきている。」

という話を聞くことができた。現在の業務、業態がその
まま続くわけではないという危機感と状況を把握し、考え
て新事業を創造していける人材への期待が感じられた。

医療関連サービス業の事務管理を行う C 社においては、
　 　
「誰であっても会社内で求められる仕事や役割は変わって

ゆくものだと思います。希望する会社や業種に就くことが
できた場合でも、その後のタイミングや経験などとともに、
自分に求められる内容は変わってゆくかもしれないという
事を、学生の皆様に少しお伝えいただけるとことは、学生
の皆様にとりましても良い事なのではないかと思います。
自分はこの会社に入って、この仕事・この業務がしたいと
いう前向きなやる気はとても大切なものです。しかし、「そ
れが全てだ」と強く思い過ぎますと、恐らく早い段階で大
きな壁に直面することになると思います。自分自身の年齢
や状況に応じて仕事の内容や役割は変わるものだからです。
例えば、現場で接客する事が好きであったとしても、後に
その経験を生かして管理業務に移ってゆくかもしれません。
一方で、自分ではない周りの人や状況に応じて自分に変化
が求められる場合もあります。例えば、同じ会社に在籍す
る人が突然病気になってしまった時に、これからはその人
の代わりにこの仕事を担当してもらいたいと、自分では考
えもしないタイミングでこれまでとは全く違う新しい役割
や仕事が打診されることもあるかもしれません。もちろん
例外や度合いの差は業種や会社ごとにあるとは思います。
例えばアート系で、クリエイティブな作品を提供する職種
の場合、個人のセンスや才能に強く紐づく仕事ですので、
もしかする先ほどお話しした流れが多少緩やかになるかも
しれません。また、業務独占的な有資格者として仕事を担
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当している場合にはまた状況が違ってくるかもしれません。
しかし、一般的に会社に入社するということは、「変化があ
る場所の中に入ってゆくこと」とも言えるように思います。
また、会社の中にはもちろん守らなくてはならない規則が
ありますが、その規則もまた時々の中で変化する事があり
ますので、都度理解しそれに対応することが求められます。
例えば、昨今ではコロナ感染拡大が起こりましたが、これ
によりこれまで当然のように許されたことが許されなくな
り、規則も状況に応じて変化しました。学生の皆さんはま
ず自分自身が好きな職種や会社を選ばれると思いますが、
希望する職種や会社の中であっても、入社した後に時間の
経過や状況とともに自分に求められる内容や役割は変化す
る事、そして、その変化に対応していかなくてはならない
という心構えを、学校でも事前に触れてお伝え頂き、学生
の皆さんにも少し知っておいて頂く事は、会社と学生の皆
さんの双方にとりまして、決して悪いことではないと思い
ます。」

というお話を伺い、社内での役割の変化に関しての状況
把握と、変化に対応する力の醸成を求められていることを
感じた。C 社はインタビューの際、入社時のみならず、３
～４年目の社員、５年目以上の社員に求める社会人基礎力
が変化するということを分かりやすくまとめてくださって
いた。

図５　�医療サービス事務管理会社 C 社における求められる
社会人基礎力の変化

（b）インタビュー共起ネットワーク分析
自動車販売会社では、順位として傾聴力を重視していた

が、ネットワーク図から中心に位置するブロックとして自
分として組織の一員としていかに働くかについて、先輩社
員からアドバイをもらう、またお客様のニーズを引き出す
ためのヒアリングなどが具体的な能力として求められてい
ることがうかがい知れる。次に重視されている「課題発見

新人            ３～４年目 ５年以上 

１． 規律性（チーム） 主体性（アクション） 柔軟力（チーム） 
２． 傾聴力（チーム） 計画力（シンキング） 働きかけ力（チーム）
３． 状況把握力 課題発見力（シンキング）  発信力（チーム） 

創造力（シンキング）

実行力 

力」「状況把握力」について、左側に「今後 - 今」「リモー
トワーク - 創造」などインタビュー時に自動車業界のビジ
ネスモデルが変革の時期を迎えていることから、新人も含
め個々の社員がそれぞれ状況を把握し新しい仕事のやり方
を見つけて欲しいとの意図が表出していると言えよう。

図６　自動車販売会社の社会人基礎力

図７　医療サービス業事務管理会社 の社会人基礎力

医療サービス業の事務医管理会社の重視する社会人基礎
力上位は「規律性」「傾聴力」「状況把握力」とインタビュー
で示されたが、こちらの企業でも社内の仕事として、それ
ぞれの社員に求められることが変わって行くことに対して、
状況を理解・把握し、自らの役割を企業のルールに従って
見出していくことが求められていると読み取れる。
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図８　金融会社の社会人基礎力

金融会社では、「創造力」「実行力」「主体性・自主性」が
上位に上がっているが、中心に「今」があり大きなブロッ
クとつながり、また円は大きくないが、「新しい - 行員 - 考
える」「柔軟性 - 意味 - 答え」が周辺にあり、銀行業界およ
び業務が変わりつつある現状に創造的な対応ができ、さら
に上の部分に存在している「お客様」を中心とした大きな
ブロックが既存業務と推測されるが、その部分を「主体的」
に「実行」することが必要であり、そのために左上に布置
されている「傾聴力」「課題発見力」も求められていると考
えられる。

４-２．学生が認識しているスキル
学生の認識している社会人として必要なスキルと、企業

の考える社会人として必要なスキルは合致しているのかを
確かめるため、地元企業に内定している学生４名にインタ
ビュー調査を行った。

質問項目は、
１．企業が採用時に重視していると思う能力と性格
２．�13の社会人基礎力の中で重要なものを５位まで順位付

けする
３．�短大の教育の中で身につけた社会人として必要なスキ

ル
４．「できる社会人」に必要だと思うスキル
の４項目である。

表３　学生が思う企業が採用時に重視する能力と性格

まず、企業が採用時に重視していると思う能力に関して
であるが、全員がコミュニケーション能力をあげた。性格
に関しては、それぞれ違ったものがあげられている。

表４　社会人基礎力の順位付け

学生が順位付けした社会人基礎力においても、全員が状
況把握力をあげており、企業と学生の考えに大きな齟齬は
ないと考えられる。ただ、学生は社会人と比べ経験の幅が
狭いため、

コミュニケーション能力、状況把握力の内容については
若干の差異を感じる。

表５　短大で身につけた社会人として必要なスキル

短大の教育で身につけた能力に対する学生の回答は、毎
年「ビジネスマナー」と「パソコン」である。しかし、こ
れに関しては、ベースとして考えられているせいか、特に
企業から必要な能力としては、順位付けする形では上がっ
てきていない。ただ、ビジネスマナーに関しては、常識、
人柄を表すものとしてインタビューの中で触れられた箇所
がある。

金融 A 社においては
　 　
所作が荒くて、何度か注意するという場合が、研修であっ

たりしますね。ドアの閉め方、座っている姿とかそういう
ことです。

言葉の使い分けというか、友達と話すときの言葉遣いと

H J K L
能力 コミュニケー

ション

コミュニケー

ション

コミュニケー

ション

コミュニケー

ション
性格 明るい やる気がある 柔らかい 根性がある

H J K L
１ 自主性 自主性 主体性 主体性

２ 状況把握力 傾聴力 状況把握力 柔軟性
３ 柔軟性 状況把握力 ストレスコン

トロール力
状況把握力

４ ストレスコン
トロール力

柔軟性 実行力 創造力

５ 傾聴力 規律性 傾聴力 発信力

H J K L
１ ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー
２ パソコン パソコン パソコン
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社会やビジネスの時に使う言葉の違いとか、それぐらいを
理解しておくだけでもいいのですが、社会に出る準備とし
て、マナーのところとかを頭に入れていたりすると、入社
後その子たちは楽なのかなと思います。
　 　

というコメントがあった。不足する部分については入社
後に補うとしつつ、返信用封筒の書き方や、特に電話応対
は入社前に身につけておくべき基本的なマナーとして捉え
られていることがわかる。
　 　
それから電話ですね。固定電話がない子も多いので、内

定者ガイダンスの時などに、今後こちらから連絡をするこ
とがあるかもしれないので電話番号登録しておいてくださ
いねというのは指示をしていて登録しています。私はいつ
誰からかもわからない状態で出るのですが、向こうは登録
しているから、わかっていると思って名乗らずに「もしも
し」とかが結構あります。だから折り返しの電話をしても

「もしもし」で止まってしまい「すみません。どちら様です
か」って。印象としてはあまりよくないので、基本的な電
話のところはやはり…
　 　

さらに最近は電話をしても折り返しがない場合が多く、
お互いに折り返しを待っている状況になるため、
　 　
社会人の準備としては、そこは意識してほしい

　 　
としている。また電話応対などの基本的なマナーについて
は個人差があることも指摘された。
　 　
同じ内定者でもきちんと「内定をいただいております何

とか大学の○○です。今お時間よろしいですか。」という子
もいれば、「もしもし」からの子もいるので。印象というか、
大丈夫かなとちょっと心配になります。

面接に来てくれて帰るときに、出入り口でお見送りする
のですが、自動ドアを出る前のところでまた、再度お辞儀
をしてくれる子もいます。その子たちはきっと学校で、お
辞儀をするようにしつけされているのだろうと思いますけ
ど、丁寧だという印象は受けます。

ビジネスマナーというよりは、基本的なしつけの部分と
言えるかもしれないですね。
　 　

販売 B 社においては
　 　

本当に基礎の基礎なのですが、挨拶ができないというの
も実はあって、車をご購入とかメンテナンスで来ていただ
いたお客様にアンケートを取らせていただくと、担当して
いるスタッフは挨拶してくれるけど、その他のスタッフや
若いスタッフの挨拶がないという意見もたまにいただきま
す。社内でも、我々や本部の人間がオフィスを回ったりし
ても挨拶がないとかですね、社内で普通に教育していくべ
きことだと思うのですが、意外とそういうことができない
というのを感じることはありますね。
　 　
というコメントがあった。

医療関連サービス業の事務管理会社 C 社に関しては、
　 　
「困ったことといえば…過去とても数少ない一つのケース

ではありますが、親御様が先に出てきてしまうことで、判
断に迷ったことがありました。実家から離れている営業所
に在籍していた入社数年目の若い女性社員の親御様からの
お電話で、娘を実家近くの営業所に異動してほしい。しか
し本人は今の営業所に慣れて好んでいるので、親御様から
要請の電話があったことは伝えないで欲しいと・・。この
ようになってしまいますと、会社の目標や目的意識のもと
に各自に仕事を任せる・仕事を任される職場において、決
して前向きな議論ではありませんので、その時にどのよう
な対処対応を考えて選択したとしても、結果的には親御様・
本人・会社の三者の誰にとりましてもあまりいい流れや形
にはならなかったのではないかと、当時を振り返ってその
ように思います。」

という話を伺い、保護者も含めた社会人としての心構え、
常識の部分を強化する必要性を感じた。

学生が、短大で身につけたと認識しているビジネスマ
ナーは、電話応対である。学生へのインタビューの中で
　 　
企業の方と電話する機会とかが就職活動の時に多くて、

わからない時も受け身で待っていることが最初はあったの
ですが、授業の中で学んだ電話応対を活かして「ここはこ
ういうことですか。」とか「今年採用はありますか。」とか
積極的に聞くことができたのかなと思います
　 　

というコメントがあり、本当に身につけるためには授業
の中で得た知識を実践して能力に変えていく必要があると
いう仮説につながった。
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表６　できる社会人に必要だと思う能力
＊自分のみならず先輩上司も含む

できる社会人に必要だと思う能力に関しては、回答され
た能力よりも、それを必要だと感じ、身につけることに役
立った場面についての学生の回答が、アルバイト、寮生活、
部活動等の体験であったことから、前述した学生が短大で
身につけた社会人として必要なスキルと同じく、知識と能
力の間を「体験」「実践」でつなぐ必要があると考える。

５．今後の検討
５-１．短大のキャリア教育の方向性

４章において述べたように、知っていること（知識）と
できること（能力）の間には隔たりがあり、知識を能力に
変えるためには体験と実践が必要であると考えられること
から、今後の短期大学におけるキャリア教育は、実践を伴っ
たプログラムが求められる。しかし、短期大学は２年制で
あり、２年次に就職活動が入ることを考えると就職活動準
備段階の教育は、１年次の１年間で行う必要がある。にも
かかわらず、短期大学の学生は高校卒業時には進路決定に
至らなかった学生が多く、職業に関する知識、経験値が少
ない。そのため、まずはできる限り様々な仕事について自
ら知識を得て体験・実践に結び付けられるような科目構成
が必要であろう。
５-２．具体的なカリキュラム

現在、本学においてキャリア教育の集大成として行って
いる科目として、２年次後期に行われる「プロジェクト演
習」がある。２年生全員が16グループに分かれ、各グルー
プで鹿児島の中のおすすめスポットを選び、現地取材やイ
ンタビューを行い、原稿を作成、取材先とのやり取りを重
ねて原稿を完成させ、「かごぶら」というサイトの中の「お
ごじょたん」のウェブページを作成するというものである。
ビジネスマナー等で得た知識を駆使して取材先への交渉等
を行い、パソコンの知識を使ってテキストとおよび写真の
原稿を制作、パワーポイントを用いたプレゼンテーション
を行うことによって自らの考えを表出化し発信するという
能力も向上させることが可能である。鹿児島のこと知る機
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２ 協調性 第一印象の
良さ

会にもつながるため、地元企業の求める「地元愛」を具体
的に表現する方法のひとつにもなりえるであろう。また、
企業、学生ともに「社会人基礎力」の順位付けの際にあげ
られていた状況判断力につながる根拠となりえたのが、学
生からの次のコメントである。
　 　
プロジェクト演習の授業って、仕事の一連の流れ、

PDCA サイクルを実現したような授業だって感じたので、
社会人０学期の授業だと思って取り組んでいました。私が
やった中で大きく感じたのは、自分のダメなところが見え
てくる授業だということです。グループでやる、協調性を
もってやる授業なのですが、話してわかってもらってみん
なでやるというよりは、いいよいいよ自分がやるよってい
う風にしてしまう、私の悪いところが授業の中で見えてき
たので。苦しいとかじゃないんですよ。自分でやってしまっ
た方が楽だからやってしまうっていうところが授業全体の
反省です。私がやってしまうのは、たぶん周りの人には
WINWIN なんです。パワーポイントとかなんですけど、私
も苦ではなくて、周りもありがとうって感じはあるのです
けど、それじゃダメな授業だったので。全部じゃないです
よ。でも過干渉というか私の負担が大きすぎたっていうと
ころを少し感じました。周りもいいし私もいいけどそれ
じゃだめだ、それじゃこの授業の意味がないなって感じた
ので。ちょっとだめだなって。
　 　

チームで、共通の目的を持ち動いていく中で、現在どの
ような状態で、どうすることが望ましいのかを、この科目
を通して学び体験を通して身につけている。自分のダメな
ところ、できていないところに気付く授業であるという「気
づき」は、状況判断力の向上に不可欠なものである。しか
し、プロジェクト演習は２年後期、就職活動後に履修する
科目である。１年次から、プロジェクト演習の様に他の科
目で学んだことを実践する要素を含んだ、一話完結ではな
い大河ドラマ型の、科目横断的キャリア教育を展開する必
要がある。
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感染症の影響で体験の場が狭くなりがちであるが、学内だ
けでは体験できないことを体験できるプログラムの構築が
求められていると考えている。

全キャリア科目について具体的な、内容の変更まで言及
できなかったことが本研究の限界であるが、次年度はさら
に企業との連携を深め、キャリア科目の内容を具体的に企
業と連携した内容のものにしていきたい。

本論文執筆にあたり、お忙しい中長時間の聞き取りにご
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